














要約 全国77血液センターの1か月問の献血者のHTLV-Ⅰ抗体陽性率並びにATL発病率に

関する報告資料に基づいて、以下の 5前提の下で現在および将来の ATL発病数の推計を試

みた。①垂直感染は男女差なし。②水平感染は成人以後の女のみあり。③発病率は年次を

通して一定。④水平感染の発病率は垂直感染のそれと同じまたは低い。⑤垂直・水平感染

は 1988 年以降不変または減少。その結果、ATL発病数は 1988 年で 920～930 人と推計され

た。年次とともに急激に減少し、50 年後では 150～190 人と推計された。 


